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「これからの印刷産業と光沢加工」

(メディア・コンテンツの海外展開)

-H匝53ì彊阻ま~.:IIf..

経済産業省商務情報政策局

文化情報関連産業(メディア・コンテンツ)課

課長補佐 高橋淳子

コンテンツ産業とは、映像・映画・アニメ・テレビをいいますが、その中のテレビは総務省の管轄になりますので、

主に映画・アニメ・音楽・ゲーム・書籍等の制作・流通を担う産業の総称です。

我が国のコンテンツは「クールジャパン」として海外からも高く評価されており、特にコンテンツ産業は、海外展開を

通じた成長を見込める有望な産業の分野であるという位置づけで政策を進めています。

また、コンテンツ産業というのは、経済波及効果が大きい産業であります。

乙れについては、コンテンツ産業の市場規模に対して、製造業等非コンテンツ産業への波及市場というのが 1.7倍にな

るとの民間試算がでています。 (出典:デジタルコンテンツ協会試算)

I 経済波及効果の高いコンテンツ産業 1 
且」

》映画『そして父になる』がカンヌ国際映画祭で受賞(13年5月)。アニメ 11 ~北海道の道東を舞台にした中国映画『フエイチエンウーラオ』の
映画『風立ちぬ』がニューヨーク映画批評家協会賞を受賞(13年12月).11 ロケ州問寒湖への中国人観発客は約13倦 増(朝日新聞報釦

〉女優寺島しのぶさんが映画『キャタピラー』でベルリン国際映画祭の ーー

最優秀女優嘗存受賞0(10年2月)

》ギタリストの松本孝弘さん(s'z)、ピアニストの肉回光子さんなどE杢
人4名がゲ弓ミ一首存受賞<>-(11年2月)

『フェイチエンウーラオ』 ポケモン

「(参考)切テンツの創造、保護及び活用の促進に関する法律同テンツ振興法)Jにおけるコンテンツの定義 l 
|第二条 この法律において『コンテンツ』とは、映画、音楽、演劇、文芸、写真、漫画、アニメーション、コンビュータゲームその他の文字、|
|図形、色彩、音声、動作若しくは映像若しくはこれらを組み合わせたもの又はこれらに係る情報を電子計算機を介して提供するための l 
|プログラム(電子計算機に対する指令であって、ーの結果を得ることができるようlこ組み合わせたものをいう。)であって、人間の創造 l 
|的活動により生み出されるもののうち、教養又は娯楽の範囲に属するものをいう。
」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

海外から高く評価されている我が国のコンテンツは、映画 『そして父になる』或は 『風立ちぬ』の様なアニメその他

普通の映画を通じて、カンヌやベルリンの国際映画祭等で評価され受賞しましたし、また経済波及効果という点では、

海外で、例えば中国の映画ですが、北海道の道東を舞台にした 『フ工イチェンウーラオ』という題名の(乙れはラブコメディ

です)道東の自然を背景にした、中国の中固による映画ですが、美しい釧路湿原や知床、阿寒湖が映像化されて、中

国からの観光客が 13倍にも増加したというデータもあります。

-=~ヨリ~沼目ーヨUiI主主!ÞlH，H週・

-映画・アニメ・TV番組・ゲーム・書籍等のコンテンツ産業の市場規模は約 12兆円で、米国に次いで世界第2位の規模 (2012年)。 近年は、少子・
高齢化や不況により成長は横ばい。

.今後の持続的な成長のためには、日本のコンテンツの価値を活かし、海外からの収益を獲得していくことが重要。
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映像

4.5兆円
音楽 ・盲声

1.3兆円

ゲ A 図書・新聞・画像・テキスト

1.5兆円 4.6兆円

出興デヲタルコンテンツ協会「デヲタルコンテンツ白書2014

-・・・圃謹逼且凪~亙盈姐且量函孟・・・・・
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出興 PWC rGlobal Entertainmentand M凶iaOutlook:2012.2016J 
*2012以降は予潤画

日本のコンテンツ産業と一口で、いっても色々ありますが、全体を合わせて約 12兆円といわれています。乙れはアメリ

力に次いで世界第 2位の規模です。但し、日本の場合は少子高齢化や不況で最近の成長は横ばいですが、しかし、最

近の横ばいというのもドルベースで換算しており、日本円が少し円安に進んでいますので、それを考えれば、伸びがある

という状況になっています。

主要国でいいますと、アジア・太平洋地域ですと、アセアンを筆頭に非常に大きな伸びがあり、また、中国・インド、といっ

たような国々のコンテンツ産業というのも非常に伸びが大きくなっています。

-:E;~四ヨ劃ω】百三宮.f~眉

ア予ア主要都市における日・韓・欧米コンテンツ普及度 I 

台北

香港

バンコク

上海

よく見るZ二三二三主111正 好きな丘三三は
どの国のものか? 1% どこの国のちのか?

ツャカルタ E 町 E

シン刀ポーJ

ホーチミン

ムンパィ 3% 

よく聴く童盗は
どこの国のちのか?

好きな盟直は
どこの国のちのか?

出所:1再報室GlobalHABIT詞査 2011年7月 {サンプル詞査: l5~54歳の男女6，591名が回答(複数回答) ) 

[ 欧米における日本コンテンツ関連イベント I 
[JAPAN EXPO] 

!フランスの民間団体が主催して毎年行われているJAPAN EXPOは2014年 1

1の第15回では過去最大の26万人の観客が来場。コンテンツを中心に日本
i発のポップカルチャーが展示され、好評を得ている。

【AnimeExpo】

i米ロサンゼルスで、民間団体により1992年から開催されてきた、日本ア i 
i二メ ・マンガの大型イペン 卜。2014年の来場者数はB万人超(延べ22万人 i
i超)で、過去最高。北米におけるア二メ ・マンjjの売上は減沙している
iが、潜在的なマーケν卜の可能性は鉱大している。

主な日本原作のハリウッド映画

題名 原作映画 劇場数 興(百行万収ドル入} 公開年

God2illa ゴラフ 3，310 136.3 1998年

The Ring リンク 2，927 129.1 2002年

The Grudge D)l怨 3，34日 110.3 初 04年

Shall We Dance ShallWeダンス? 2，542 57.8 2004年

Eight Below 南極物語 3，122 81.6 2006年

One阿目sedCdll 着信アリ 2，240 26.8 2008年

出興 r日本映画の国際ビジネスJ、HP: Box office Mojoより作成

日本のコンテンツ産業の潜在力というところでは、博報堂が調べたデータがあり、台北・香港・バンコク・上海・ジャカルタ・

シンガポール・ホーチミン・ムンバイのアジア主要都市で、日本・欧米・韓国のコンテンツ普及度について調べています。

「よく見るアニメはどの国のものか?Jという問いには、圧倒的に各地で、日本のシ工アが大きく、小さいととろで 13"-'

17%、大きいところで台北と香港で5割"-'6割が日本のものと答えています。

それが、ド、ラマや音楽・映画になると少し様相が変わって、ドラマは韓国が強く、音楽・映画は欧米が強いと答えています。

欧米において日本のコンテンツで人気があるというととろでは、ジャパンエキスポが毎年 7月にパリで行われています。

ジャ1¥ンエキスポは年々来場者数が増え続けていて、今年は 4日間で 26万人の来場者があったという規模になりました。

また、ロサンゼルスで行われているアニメエキスポでは、延べ22万人を動員しているような日本の人気というのがあります。
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(コンテンツ産業の海外展開支援の意義)

-r，~事圏直恒判事

.クールジ、ャパン戦略の狙いは、アニメ、 ドラマ、音楽等のコンテンツや 「衣JI食JI住」をはじめ、日本の文化やライフスタイルの魅力を付加
価値に変え、新興国等の旺盛な海外需要を獲得し、日本の経済成長 (企業の活躍・雇用創出)につなげること。

.とのため、海外需要を取り込む段階を 3つに分け、①日本の魅力を発信するととにより、海外において日本ブームを創出する段階、②現地で関連
商品、サービス等を販売する段階、③観光政策などと連携しつつ、日本に関心を持った外国客を実際に日本に呼び込む乙とで消費を促す段階、
それぞれの段階での支援を講じていく。

乙の海外展開とは、日本の市場が少子高齢化ということで、需要が頭打ちになっているので、はないか、そこで需要を

獲得していくためには海外にどんど、ん打って出る乙とが必要になるのではないか、というような仮説を元に戦略を立てて

いるところなのですが、「クールジャパン戦略」という言葉を耳にしたこともあるかと思います。「クーlレジャパン戦略」とは、

コンテンツのみならず(アニメ、 ドラマや音楽のコンテンツだけではなく)、衣食住を含めた日本のライフスタイルそのも

のを、付加価値として新興国の旺盛な海外需要を獲得し、日本経済の成長につなげていとうというような戦略です。

この付加価値とは、先のオリンピック招致の時に 『おもてなし』という言葉が非常に有名になりましたが、そういった様

なサービスの提供の仕方であれば、本当にライフスタイルそのものであり、皆さんの振舞いそのものといえます。こういっ

たものも含めて一体的にして、日本を売り出していこうという政策です。

<戦略的海外展開>

:~~ 図圃(2)IJuttr~蓮田叫 ~]:E;ti嗣 = 1; =，0

日本の魅力の 現地で稼ぐための
効果曲発個 プラットフォーム構鍵

l日本に対する興味・関心を高め"日本のコンテンツ専用チャンネルの

|る機会の創出 "確保や商業施設等における関連商

: (1)コンテンツ海外展開支援 i i晶の販売

(ローカライズ等) :: (1)製品開発・チームづくり

・]-LOP :: ・プロデ、ューサ一派遣
: (2)日本でのイベント開催 " 

: (2)現地企業とのマッチング、
及び海外情報発F

日 :: (3)テストマーケテイング
・コフェスタ :: (4)リスクマネーの供給
.インフノレエンサー招璃

-(，~脇田』尚昆コ世i旬E這g~~\.

クールラャパシ関連商品

EE盟盟ーーー
く消費財 (BtoC)> 

0観光名所
O旅館・ホテル等

クールジヤノ、ン機構

日本に時ぴ込み
大きく消費を促す

ピ、ジット・ジャパンをはじめとする
外国人観光客・ビジネス客の集客

0日本でのイベント開催及び

海外情報発信(再掲)
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.クールジ、ャパン機構は、民間部門で、は成し得なかった、海外需要獲得の基盤となる「プラッ卜フォームJ(拠点)や「サプライチェーンJ(流通網)

の整備などを率先して展開する。

.魅力ある財・サービスの海外展開の出口を拡充し、企業のみならず、創造的なクリエイタ一、デザイナー等が付加価値に見合うビジネスを展開

できる地盤を整える。

平成26年4月1日
時点出資金
385億円

政府出資
(財投特会等)

設立時 :300億円

※平成25年度予算
500億円

平成26年度予算

300億円

民間出資

平成26年4月1日
時点出資金
85億円

[クールジャパン機構]

リスク
マネー
供給機能

※存続期間:概ね20年程度

民間企業等
メテ、イア・ ネッ 卜空間型砂流通拠点 1I

7ニメ

.__-' 

!r，;糊クール・ ジャパン企業H応援Ir 物理的空間型の流通拠点

商業施設展開活用(ジャパン・モール)

高岡銅お 日本酒

バディシ工・ケ』ヰ庖 ブライ9ルサービス

乙のクールジャパン戦略については、日本ブームを海外で創出し、また、そ乙の現地で、さらに多くのク、ツズ等を売り出

して稼ぐ、そして日本が好きになってくれた人を日本に呼ひ、込んで、インバウンドの消費を促進しようというととろで政策

を進めているところです。

ところで、クールジャパンというのはクールジャパン機構が設立されています。これは政府出資のリスクマネーを供給

する機能を持った株式会社で、す。政府出資と民間出資を合わせて、昨年 12月現在で 406億円の出資金がありました。

乙れを元にリスクマネーの補給ということを致します。

乙の具体的な例ですが、映像コンテンツとアーテイス卜を組み合わせて、例えば海外で人気のキャリ一ぱみゅぱみゆや、

そのライブ等をジャパンエキスポで発信していく、乙ういった取り組みに対しての資金提供というととがあります。

また、地方にいきますとテレビ広島では、 TSSプロダクションという番組制作会社と 2009年から、中園地方で日本の

魅力を紹介する番組というのを、フランスのケーブルテレビで放送しています。加入世帯数が 650万世帯で、 1200万人

が視聴可能というようなケーブルテレビですが、乙の放送が開始されてから広島をはじめとした中園地方の魅力をプロ

モーションした結果、地元企業の業績向上や広島への観光客の増加な、様々な波及効果が現われているととろです。と

ういった取り組みに対して、クールジャJ~ン機構としては、民間の事業の補完というのが主眼なのですが、政策的意義・

収益性波及効果乙ういったととを勘案した事業を採択して、なかなか難しい事業リスクが大きい事業にもリスクマネーを

供給していくというような事業を進めています。

-1ø>~1!II垣市JIi・~]iWl!:，白iE3凶P."IIli.'J}.lヲijlË :l・

-テレビ新広島・TSSプロダクション (番組制作会社)は2009年より中園地方・日本の魅力を紹介する番組 iJapanin MotionJをフランスのケー

ブルテレビである iNOLlFE※」 で放送。※650万世帯が加入し、約 1200万人が視聴可

.放送開始後、番組や JAPANEXPO等で広島をはじめとした中園地方の魅力をプロモーションした結果、地元企業の業績向上や広島への観光客

の増加など様々な波及効果が現れている。
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映像コンテンツ X /7ヮション

JAPAN in Molionによるプロ工 ション後の

JAPAN EXPO(仏)における
「桃太郎ジーンズ※Jの海外売上高

(千人) 来場客数 5∞o 
250 ， 

21万人 4臼)0

~~ 1 -・Er 3000 

i記| ・11 1L 2∞0 

;;;;J ・11 1 1 1 10日O
~ j__..11111111 

'om1 '田 '03'04'05'田 '07'08'凹 '10'11'12 

(万円)

海外で人気壬博しつつあった ~ ー、

きやりーはみゅぱみゅは、 ~ ..・・‘
2012年1月よりレギュラー出;賞。 -
それを契機に人気が沸騰し、 司 F

勺軍部設JJ現地で稼ぐ

鴎 副長 .... I~. 
日本ブーム創出

印刷産業における事例

-甜瑚昨季';WlM'i;~ヨ・

①市場規模の減少傾向

広島へのフランス人観光客数の推移

483人
60∞o人 1 一

:::::?i ~ Y官訂
。人|......-- Il:3I.'3五|

ぷJ/ぷんヤ
畠輿:広島県庁観光課『広島県観光客動的動向j

外国人観光客お気に入りの観 光

スポシ卜欧州総合トップ5(2012)

-IH品冒i!lii歯周E・・・・・・・・・・・・・・・
1位 宮島(広島

2位 広島平和記念資料館(広島)

3(宣 金閣寺(京都)

4(宣 浅草寺(東京〕

5位 姫路減〔兵庫〕

※出典世界=ト最リッ大プのア旅ド行パ口イヴコミーサ!Iitイぺト

・印刷・同関連業の出荷額は約5. 5兆円。全製造業の1.89% (ピーク時 (平成3年)出荷額 :8. 9兆円)

[参考:鉄鋼業約17.9兆円。全製造業の6.1%。

紙パ製造業約 6. 8兆円。全製造業の2.3%oJ 

② 高い中小企業性と地域密着型産業

・事業所数27，026事業所、印刷関連品目の事業所数が40の都道府県で1位又は2位を占める

(人口1万人あたり2.1事業所)

印刷・同関連業の出荷額と事業所数の推移
出荷額
(1∞万円)

8，000，000 

7，000，000 

6，000，000 

5，000，000 

4，000，000 

3，000，000 

2，000，000 

1，000，000 

2008年2009年2010年2011年2012年2013年

事業所数

45，000 

40，000 

35，000 

30，000 

25，000 

20，000 

15，000 

10，000 

5，000 

・園出荷額

-ー・事業所数

従業者規模別の事業所比率・出荷額比率

外円 事業所比率

.3人以下

・ 4人~9人

. 10人~ 19人

・ 20人~99人

圃 100人~299人

.300人以上

内円出荷額比率

出典出版科学研究所「出版指標月報 2015年1月号」

印刷産業の現状は、経産省が出しています工業統計では、印刷と関連業との出荷額が 2013年で 5.5兆円と、乙れが

全製造業の 1.89%を占める大きな産業ということです。但し、乙の 5.5兆円というのは、出荷額のピークが平成 3年頃

というととで、その当時 8.9兆円位ありましたので、約 6割程度になっているという状況で、す。

また、印刷産業全体では、事業所数で 27，000事業所あまり、乙れが印刷関連品目の事業所数というととで、産出事業

所数で各県別に見てみますと 40の都道府県で事業所数の多い順から 1位 2位を占めています。このことから、地域密

着型の産業というのが、非常によく見て取れるかと思います。

また、事業所数 27，000そのうち 3人以下というのが 6割位を占めており、非常に中小企業'性・零細性が強い産業とい

うことがいえます。
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.2014年の出版物 (書籍 ・雑誌合計)の推定販売額 (ネット通販を除く ):約1.6兆円 (前年比 5%減)

.書籍 :8年連続で前年を下回り、前年比 4%減。

・雑誌 (月刊誌・週刊誌合計): 17年連続で前年を下回り、前年比 5%減。

・ピークだった1996年 (2. 7兆円)から2014年にかけて、推定販売金額は約1兆円減少。
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2014年推定販売額
1兆6.064億円

出典出版科学研究所「出版指標月報 2015年1月号」

最近の課題としては、デジタル化の推進・デジタル化の伸展というのがあります。

出版関係と非常に関係が深いという乙とですが、出版物そのものが非常に推移としては小さくなっています。2014年

で、ネット通販等を除いた推定の販売額がl.6兆円と、とれも前年比 5%減ということで、非常に小さくなっていて、書籍で

は8年連続で、前年を下回っています。

また、雑誌では 17年連続で前年を下回るというようなデータがあります。ピークが 1996年に 2.7兆円余で、あったのが、

昨年 2014年が販売金額 1.6兆円ですので、 1兆円減少しているというととは非常に大きな減少が見えます。

ー咽，f;!lJj正会主~1帯主E回日Pk:n~阻タ英軍.Æ.ーさ首都司HF吾謹長四ilHUJ.

-電子出版市場の市場規模は、出版市場全体の5%程度に過ぎないものの、 2002年度の10億円から2013年度の約940億円へと急成長。

※参考 :米固における電子出版市場は、出版市場全体の約20% (2013年)

・2013年度における我が国の電子出版市場は、新プラットフォーム (スマホ・タブ、レツ卜)向け電子書籍市場が市場全体の約84%を占めるよ

うになり、急速に落ち込んでいるフィーチャーフォン (いわゆるガラケー)向け電子書籍市場を逆転。

.一方、とれまで、市場の中心を担ってきたフィーチャーフォン向け電子書籍市場は140億円となり、 2012年度から210億円 (対前年比約60%
減)減少。
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園璽aH@ii盟耳目
-新たなプラットフォーム向け電子書籍市場規模

・フイ チャフォン向け電子書籍市場規模

.PC向け電子書籍市場規模
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出典:インプレスR&Dr電子書籍ビジネス調査報告書2014J

電子・デジタル化が非常に進んでおり、電子出版市場が大きな伸びを見せています。

電子出版市場の市場規模は、 2002年度 10億円余、それが 2013年で 940億円へと急成長しております。しかし、出

版市場の中では 5%"'-'6%と、まだまだ小さいポーションで、その伸び方というのは非常に大きいということです。

一方、電子出版市場の中で、もスマホやタフ、レッ卜向けというのが大きな伸びを見せている中、乙れまで大きく伸びてき

た、所謂、ガラケ一向けのコンテンツというのは、急速に縮小をしているととろです。
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紙に印刷する伝統的な印刷物に加えて、創造的取組による新規市場開拓の例が多数見られる。

売上高自社・委託研究開発費比率の推移
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-印刷企業では、売上高自社・委託研究開発費比率
が1.5%を超過しているなど、技術開発に力を入れ

ている。

-また、特許を大日本印刷が2，529件、凸版印刷が
1，402件(どちらとも2012年数値)出願するなど、

技術の幅広さが見られる。

-商業印刷等の技術を活用した情報コミュニケーションや電子書籍分野など、幅広い分野への進出。

・電子関連等の特殊印刷分野やDM等のオンデマンド印刷など、印刷業界内の新分野への進出する企業も多い。
・生活資材や医薬品包装資材等への印刷事業に注力するなど、紙以外の印刷が得意な企業も増加。さらに、半導体パッケ

ージ用マスクを製造するなど半導体関連製品を手がける企業も多い。

乙ういった厳しい状況で、すが、今後どうしていったらいいのかというと乙ろで、なかなか解答が出てくるというわけでは

ないのですが、やはり、新しいものを開拓していくということしかないのかなと考えています。

印刷業の皆様が、非常に新しいアイデ、アをお持ちの方が沢山いらっしゃるということが、売上高に占める自社委託研

究開発費という比率が出ておりまして、乙れが 1.5%を超えているというととです。非常に技術開発に力を入れている企

業が多いと、特許も大日本や凸版の大企業が大きいのですが、 2，500件或は 1，400件と、非常に大きな数字が出ていて、

技術の幅広ざというのも見られます。

そして、電子書籍の分野、情報コミュ二ケーションの分野、商業印刷の技術を活用している部分、光沢加工業界もそ

うですし、特殊印刷の分野、こういった新しい分野にと、んと、ん挑戦されている企業も多いと聞いています。また、資材では、

と、ういったものに印刷するかというところで、新たな資材、医薬品包装資材や半導体のパッケージ、用マスクなどに進出さ

れている企業もいるというととで、その高い技術力を生かした新しい分野への応用というところに挑戦されているという

ところが、非常に心強いと考えています。

-白山岳苦n樺芝謝喧'fa筒[9E劃.

中小印刷企業においても、印刷技術を活用することで、海外展開を進めることが可能。

.A社の事例 ・B社の事例

》特殊素材への対応や様々な表現技術を蓄積し、
業容を拡大してきた。

》同社が開発した商品が消費者より大きな話題を
集める。さらに同社の特殊印刷技術を活かした
ユニークな製品はマスコミでち数多く紹介され
、いち早く海外ミユーラアムショッブにて子ど
ち向け教育用玩具として販売。

》海外ミユーラアムショップとの取引を機に海外
市場への手応えを感じた同社は、ジェト口の輸
出有望案件発掘支援事業に登録、三/工卜口支援
を活用しての海外販路開拓を本格化さぜた。

〉 その後、パリの見本市に出展し、欧州のセレク
トショップ、ミユーラアムショップ、高級百貨
庖などから多数の引き合いを受ける。

》同社は印刷の他、広告・宣伝・販促物の企画や
WE B制作などち手がけている。

》近年の印刷業界における需要の低下等を鑑み、
有力取引先のペトナム進出を機に新たな市場を
求めて海外に進出することを検討。ベトナム南
部に日系印刷会社を設立した。

》 ベトナム法人設立時の資金調達では、日本政策
金融公庫の新事業活動促進資金制度を利用した

(財)海外産業人材育成協会の研修制度や専
門家派遣制度を利用し、人材育成や生産管理技
術構築に務めた。

〉当面の目標は、ベトナム圏内の日系企業の求め
る品質を実現し、安定した受注を確保すること
だが、将来的にはベトナムを拠点として東南ア
ジアへの販路拡大を図っていく方針であ否。

先に、コンテンツも海外展開も重要というところで話をしましたが、印刷技術を活用するととで海外展開を進めること

も可能だと考えます。

特殊素材への対応や表現技術の蓄積で営業を拡大している会社、フィルムや不織布への印刷、またとれは公表されて

いますので、地球儀とかパス、ル型のク、リーテイングカード等を考案しニューヨークの現代美術館やミユージ、アムショップ

にも採用され、イタリアやフランスなどからも引き合いに出されて非常に大きな商談になっているというような例もござ

います。また、メモパッドで特許技術を取得されたというような会社あります。
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(経産省からのメッセージ)

.これからの我が国産業の発展のためには、コンテンツの海外展開を通じて、海外に日本
ブームを創出する乙とが必要。

.コンテンツの海外展開において、情報加工業として蓄積されてきた光沢加工業界のノウ
J¥ウ・技術を活かすととが重要。

・光沢加工業界の皆様には、経済産業省の施策を活用していただき、さらなる事業展開と
市場の開拓を期待しています。

色々見ていただきましたが、新しい分野への進出・展開は、一言でいうほど簡単なものではないということは重々承

知ですが、情報加工業また光沢加工というのは、非常にポテンシャルを秘めた、付加価値の高いものへの加工というと

とであり、更にそれが、付加価値が高まるというととですので、まだまだそのポテンシャルとしては、非常に大きいもの

を持っているのではなし、かと考えています。

経済産業省や周辺の中小企業庁には施策が多数あります。ホームページ等を見ても中々探しづらいかも知れないので

すが、多数の施策を一生懸命考えて用意しておりますので、こんなのがあるのだけれども、といってご相談いただければ、

ご紹介もできる部分があるかと存じます。

皆様には、今後経済産業省の施策も利用・活用して頂きまして、更なる事業展開と市場の開拓というのを期待してお

ります。

0中小印刷会祉の事業展開に係る情報発信(コンテシツ関連)

J-LOP+(ジェイロッププラス)

海外展開に必要な「映像素材等の口ーカライズやプロモー
ション」をおこなう事業者に対し、補助金を交付。活用事例
がJ-LOP+のホームページに掲載

http://plus.j-Iop.jp/ 

アジアトレンドマップ

インターネット上の情報を元にデータマイニングを行いコン
テンツの人気を予測。過去の予想データに遡ることで、人気

の推移をみることが可能。データに遡ることで、人気の推移

をみることが可能。 http://asiatrendmap.jp/

JAPACON(ジヤ1'¥コン)
映画、ドラマ、アニメを中心とした日本の最新コンテンツ情
報やニュースを発信するポータルサイト

h社ps://www.japancontent.jp/j p/ 

技術マップ

コンテンツ技術が向かうべき方向性を提示。技術開発を促
進し、日本のコンテンツ産業の更なる活性化と新たな産業

の創出が目的。2015年度に更新を実施。

http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2015fy /000279. pdf 

0中小印刷会社の事業展開に係る情報発信(クールラャパシ関連)

NIPPON QUEST 

ク-)レジヤ1¥ンによる地域活性化の推進のため、世界が知らない日本のふるさと名物を、地域発で世界へ発信するWEBサイト。“
ふるさと名物"を通じた地域経済活性化の機運醸成に向けて、地域が主体となった提案を促すと共に、“ふるさと名物"を多くの人
に知ってもらうために、日本各地の地域資源である“ふるさと名物"を海外及び圏内に情報発信し、全国の各地減を巻き込んだ情

報発信等を実施。 http://nipponquest.com/

The Wonder 500 

海外での販路開拓やPRの知見を持つプロの“目利き"(プロ

デューサー)の方々による地方産品の発掘・選定を行い、
将来的な海外展開に向けた情報発信等を支援することで、

地域や中小事業者等の活性化を図る。

h社ps://thewonder500.com/ 

MORE THAN PROJECT 

日本の地域・文化を生かした商材を有する中小企業者とプ
ロジェクトマネージャー、デザイナーが、海外販路拡大のた
めに行う、市場調査、商材改良、 PR・流通活動を支援する「
JAPANブランドプロデユース支援事業」の平成26度採択案

件等を掲載。 h抗p://mor巴thanprj.com/


